
公
共
交
通
は

暮
ら
し
を
支
え
続
け
ら
れ
る
か

過
疎
地
域
を
中
心
に
、
採
算
の
と
れ
な
い
赤
字
路
線
の
公
共
交
通
の
撤
退
が
進
む
。

運
転
技
術
に
影
響
が
出
て
く
る
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
も
、
公
共
交
通
が
充
実
し
て
い
な
け
れ
ば
、

自
動
車
を
手
放
す
こ
と
が
で
き
ず
、
自
動
車
運
転
免
許
を
返
納
す
る
動
き
も
広
が
ら
な
い
。

市
民
が
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
た
め
に
、

自
治
体
は
移
動
す
る
権
利
を
ど
う
守
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。

過
疎
地
は
も
ち
ろ
ん
、
都
市

部
で
も
免
許
を
返
納
し
て
、

公
共
交
通
が
な
け
れ
ば
移
動

で
き
な
い
高
齢
者
が
増
え
て

い
る
。
タ
ク
シ
ー
相
乗
り
や
、

貨
客
混
載
、
自
家
用
有
償
運

送
、
互
助
に
よ
る
輸
送
、
福

祉
行
政
と
の
連
携
な
ど
、
高

齢
者
の
移
動
手
段
は
ど
う
な

っ
て
い
く
の
か
。

︵
本
誌
二
六
頁
︶

高
齢
者
の

移
動
手
段
の
確
保

利
用
者
が
減
っ
て
赤
字
が
増
え
、
便
数
が
減
ら
さ
れ
、

さ
ら
に
利
用
者
が
少
な
く
な
る
と
い
う
悪
循
環
。
徹
底

し
た
住
民
ニ
ー
ズ
の
把
握
で
利
用
者
を
増
や
す
改
革
が
、

こ
の
悪
循
環
を
断
ち
切
り
、
地
域
公
共
交
通
の
持
続
可

能
性
を
高
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
　
　︵
本
誌
四
三
頁
︶

土
庄
町
＋
小
豆
島
町
◉

住
民
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
よ
る

公
共
交
通
の
再
生

二
〇
一
四
年
に
地
域
公
共
交
通
活

性
化
再
生
法
が
成
立
し
た
も
の
の
、

過
疎
地
を
中
心
と
し
た
公
共
交
通

の
撤
退
が
進
み
、
移
動
手
段
を
奪

わ
れ
る
人
び
と
は
増
え
て
い
る
。

公
共
交
通
を
め
ぐ
る
法
制
度
の
現

状
と
課
題
を
概
観
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　︵
本
誌
一
八
頁
︶

公
共
交
通
を
め
ぐ
る

法
制
度
の
現
状

一
年
三
六
五
日
、
朝
早
く
か
ら
夜
遅
く
ま
で
運
行
す
る
公

共
交
通
を
支
え
る
労
働
の
現
場
で
、
今
何
が
起
き
て
い
る

の
か
。
離
職
率
も
高
く
若
手
の
人
材
確
保
が
難
し
く
な
る

な
か
、
公
共
交
通
を
維
持
し
て
い
く
た
め
の
労
働
者
を
取

り
巻
く
課
題
を
探
る
。
　
　
　
　
　
　
　︵
本
誌
五
一
頁
︶

運
転
士
を
取
り
巻
く
厳
し
い
労
働
環
境

運
転
手
の
確
保
が
困
難
と
な
り
、
乗
客
が
少

な
く
採
算
の
取
れ
な
い
よ
う
な
路
線
で
は
、

自
動
運
転
技
術
実
用
化
へ
の
期
待
が
非
常

に
高
ま
っ
て
い
る
。
全
国
各
地
で
実
証
実
験

が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
自
動
運
転
の
実
現
可

能
性
と
課
題
を
考
え
る
。
　︵
本
誌
三
五
頁
︶

高
ま
る
自
動
運
転
へ
の
期
待
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